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△ 共働きの場合の扶養控除

Q :私はサラリーマンで、別の会社に勤め

ている妻と小学生の息子と娘がいます。

ところで、息子を私の扶養親族とし、娘は

妻の扶養親族とすることは認められますか。

A :重複しない限り、差し支えありません。

【解説】

同一生計の親族間に、2人以上の所得者の

扶養親族になる人がいる場合には、その扶養

親族は、この複数の所得者のうちいずれか1

人の扶養親族とされます。

この場合、その扶養親族をどの所得者の扶

養親族とするかについては、原則として「給

与所得者の扶養控除等申告書」に記載された

ところによって適用するものとされています。

ご質間のように、息子さんについてはあな

たの扶養親族に、娘さんについては奥さんの

扶養親族にしたいというのであれば、その年

の最初の給与が支払われる前日までに、その

旨を記載した給与所得者の扶養控除等申告書

をそれぞれの勤務先に提出すれば認められま

す。同一人をそれぞれの所得者の控除対象配

偶者や扶養親族として重複していない限り、

どの所得者が扶養控除等の申告をしても差し

支えありません。

なお、このような場合には、給与所得者の

扶養控除等申告書の「他の所得者が控除を受

ける扶養親族等」の欄に氏名等を記載しなけ

れぱならないことになっています。

ちなみに、所得税の税率は累進税率になっ

ていますから、税金面から見ると、所得の多

い方から扶養控除を差し引いた方が有利です。
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